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森林インストラクター東京会 会報 2024年4月15日発行

通信

日時 ：2024年 3月 16日 （土 ）12:30～ 17:45

場 所 ：林 友 ビル 6F会 議 室

第 1部 ：12:30-14:00 講 演 会

講 師 ：宮 入 芳雄 さん （FIT）

テー マ「雑 木 林 と江 戸 の生 活 」「ボ ル ネオの 熱 帯 林 」

第 2部 ：14:15-15:50 総 会 （本 会 ）

第 3部 ：16:00-17:45 懇 親 会 ：総 会 会 場 隣室 にて実 施 、参 加 34名

総 会 （本 会 ）議 事 （記 録 ：事 務 局 藤岡 眞 ）

１．開 会 宣言 および 定 足 数報 告 （事 務 局 ）
出 席 50名 、委 任 状 149名 （含 むZoom参 加 ）、計 199名 。

期 末 （2月 末 日 ）現 在 の 会 員 数 355名 であ り、会 則 に 定 める定 足 数 を満 たし、総 会 成 立 して

い ます。

尚 、今 回 の 総 会 は 初 めての 試 み として、会 場 での リアル 出 席 に 加 えてリモート（Zoom）参 加

を併 用 するハ イブリッド型 式 を採 用 してい ます。Zoom参 加 は 傍 聴 者 扱 い で、出 席 では なく欠

席 として委 任 状 を提 出 して頂 きました。傍 聴 者 扱 い ですが 、意 見 や 質 問 は 可 能 です。本 日

の 、Zoom参 加 は 10名 。又 、今 回 委 任 状 では 議 案 ごとの 賛 否 を照 会 してお りますが 、反 対

は 第 2号 議 案 に 2名 の み でした。総 会 資 料 は 、FOREST通 信 Vol140（HP会 員 の ペ ージに 掲

載 ・保 管 ）お よび決 算 、予 算 （FITデータベ ースに 掲 載 ・保 管 ）ですが 、今 回 は 画 面 でもご覧

い ただけ ます。

２．会 長 挨拶 （会 長 ：宮 入 芳雄 ）
先ほ どの 講演 会 の準 備 で頭 が い っぱ い に なってい て挨拶 の 内 容 を考 えてい ませ んでした。

今 年 も無 事 に 総 会 を開 くことが できました。また思 い の ほ か 多 くの 会 員 の 方 に 出 席 してい

ただい てあ りが たい と思 い ます。それ では 議 事 進 行 に 入 って頂 きたい と思 い ます。宜 しくお

願 い い たします。

（宮 入 さんの ご挨 拶 は 、今 後 の 『フォレスト通 信 』P.Xに 掲 載 。）

2024年 度 （令 和 6年 度 ）FIT総 会 議 事 録
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３．議 長 選 出
立 候補 は お らず、事 務 局 より令 和 3年 の 長 岡 篤 さんを指 名 。拍 手 で賛 同 を得 ました。

４．第 1号 議 案 ：2023年 度 全体 ・部 会活 動 報告 および 決 算 報告 ・監 査 報告 」

◎ 全 体活 動 報告 （事 務局 ）

2021年 9月 末 に 緊 急 事 態 宣 言 が 解 除 され て以 来 、FITとしての 「緊 急 事 態 宣 言 下 での

活 動 の 自 粛 」は 解 除 され たままの 状 態 となってお り、更 に 2023年 5月 に は 新 型 コロナ ウィ

ル ス感 染 症 は 5類 感 染 症 に 移 行 され 、個 人 の 選 択 を尊 重 し、自 主 的 な取 り組 み をベ ー

スとしたもの に なりました。

但 し、感 染 が 終 息 したわ け では なく感 染 防 止 に 配 慮 した活 動 が 続 い てい ます。

また、2023年 度 中 に Cone保 険 が 適 用 され る事 故 が ５件 発 生 しました。安 全 に 対 してこれ

まで以 上 に 注 意 を払 ってい く必 要 が あ ります。

会 の 年 間 行 事 としては 、

2023年 3月 11日 に 2023年 度 FIT総 会 を開 催 。前 後 の 講 演 会 、懇 親 会 も実 施 され ました。

2023年 8月 11日 の 暑 気 払 い も4年 ぶ りに 実 施 され ました。

2024年 1月 13日 に 新 年 会 を開 催 。新 合 格 者 へ の 入 会 説 明 会 、観 察 会 、懇 親 会 も実 施

しました。幹 事 の入 会 3年 目 「ニレの 会 」の 皆 様 お 疲 れ 様 でした。

運 営 委 員 会 （森 の 日 ）は 、2023年 4月 、6月 、8月 （臨 時 ）、9月 （臨 時 ）、10月 、12月 、2024

年 1月 （臨 時 ）、2月 と8回 実 施 され ました。

「森 の 日 」の 協 議 の 中 で、現 行 の 「活 動 支 援 助 成 金 制 度 」は 見 直 しが 必 要 では ない か

との 意 見 が 出 た為 、9月 臨 時 「森 の 日 」に てプロジェクトチーム （PT）が 編 成 され ました。こ

の PTの 検 討 の 結 果 、「活 動 支 援 助 成 金 制 度 」を廃 止 とし、新 たな「新 規 活 動 支 援 制 度 」

創 設 が 提 案 され 、12月 「森 の 日 」に お い て3月 総 会 に 諮 ることを決 めました。本 日 総 会 の

第 2号 議 案 として提 出 してあ ります。

同 PTより、年 度 末 余 剰 金 が 多 くなってい ることに 関 連 して、年 会 費 を暫 定 的 に 2024年 度

の 現 行 5,000円 か ら4,000円 に 値 下 げするとい う提 案 が 出 され ました。12月 「森 の 日 」での

協 議 では 賛 否 両 論 あ り、会 員 全 員 に 直 接 関 係 する案 件 であ ることか ら会 員 全 員 に 意

見 を求 めたうえで再 度 「森 の 日 」で扱 い を決 めることに なりました。会 員 全 員 を対 象 に アン

ケ― トを実 施 した結 果 、計 91通 の 回 答 が あ り、値 下 げに 賛 成 が 48通 、反 対 が 39通 、どち

らとも言 えない が 4通 となりました。この アンケートの 結 果 も参 考 に 2月 「森 の 日 」に て総 会

の 議 案 として提 案 するか どうか を協 議 した結 果 、再 び賛 否 両 論 あ りましたが 、採 決 の 結

果 、議 案 として提 案 することは しない こととなりました。（詳 細 は 、2024年 2月 「森 の 日 」議 事

録 を参 照 してください 。）

イベ ント関 連 での CONE保 険 の 利 用 実 績 ですが 、2023年 度 3,528人 で、2022年 度 3,979人

を1割 程 度 下 回 りました。当 初 2023年 度 は 前 年 度 より更 に イベ ント参 加 者 数 が 回 復 して、

2019年 度 実 績 （4,314人 ）の レベ ル に 戻 ることが 予 想 され てい ましたが 、昨 年 度 を下 回 る

結 果 に なりました。理 由 としては 、イベ ントの 安 全 な運 営 の 観 点 か らイベ ントの 参 加 者 数

を抑 え気 味 に するグ ル ープが あ った、コロナ 以 降 参 加 者 も慎 重 に なり、少 しでも体 調 が

優 れ ない 場 合 や 天 候 が は っきりしない 場 合 の 直 前 の キャンセル が 相 次 い だことが 考 え

られ ます。

登 録 グ ル ープは 、今 年 度 1グ ル ープ増 えましたが 、実 働 してい ない ４グ ル ープを整 理 し、

現 在 25グ ル ープとなってい ます。登 録 グ ル ープも活 発 に 活 動 を実 施 してお り、CONE保 険

の 利 用 実 績 の うち、イベ ント数 で2023年 度 は 4割 以 上 を占 めてい ます。

2023年 度 の 活 動 方 針 として、① 知 名 度 アップ活 動 促 進 、② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活
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用 、③ 活 動 参 加 者 の すそ野 拡 大 の推 進 を挙 げました。

① に つ い ては 、FIT知 名 度 アップの 一 環 として2016年 度 か ら実 施 してい た「山 の 日 」制 定

記 念 まるごと！ 高 尾 山 グ リーンクリーン作 戦 は 、「山 の 日 」その もの が 制 定 後 7年 を経 過

し国 民 に 定 着 してきてい る等 の 理 由 か ら、「森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 」の 扱 い は 止 めるこ

とに なりました。一 方 、従 来 の 事 業 部 会 での 外 部 案 件 は 、「講 師 派 遣 」と名 称 を変 更 し、

更 なる市 場 開 拓 を図 ってい ます。また、広 報 部 会 が 管 理 するホーム ペ ージは 会 員 へ の ア

ンケート結 果 を反 映 して更 なる充 実 を図 ってい ます。登 録 グ ル ープの ホーム ペ ージも充 実

してきてい ます。

② に つ い ては 、5月 に 予 定 してい た「み どりの フェスティバ ル 」は 中 止 に なりましたが 、10

月 「すみ だまつ り・こどもまつ り」を支 援 しました。一 方 、「活 動 支 援 助 成 金 制 度 」その もの

に つ い ては 、上 記 の 通 り、廃 止 され 新 たな「活 動 支 援 制 度 」の 提 案 が あ り、総 会 で諮 ら

れ ることに なりました。

③ に つ い ては 、（公 社 ）国 土 緑 化 推 進 機 構 が 主 催 する2023年 度 「森 林 ESDリーダー養 成

講 座 」に FITか らも参 画 し、小 金 井 市 立 小 学 校 全 校 で導 入 してい る「森 林 ESDプログ ラム」

に 講 師 として参 加 しました。

2024年 2月 末 時 点 での 会 員 数 は 、355名 。内 2023年 合 格 の 新 入 会 員 20名 を含 めてお り、

昨 年 度 末 より10名 増 となってい ます。（新 入 会 員 は 、3月 に 更 に １名 増 で21名 となってい

ます。）

◎ 各部会活動報告 （各部会の活動報告内容は 、FOREST通 信 140号 を参 照 してください。）

① 安 全 部 会

・残 念 なが ら2023年 度 に 5件 の 保 険 対 象 事 故 が 発 生

・4月 6日 に 木 の 日 研 修 「安 全 研修 ・座 学 編 」を実 施

・6月 4日 に 親 子 観 察 会 の 下 下 見 を兼 ね て「安 全 研修 ・野 外 実 践 編 」を実 施

② 広 報 部 会

・魅 力 あ るホーム ペ ージを目 指 した

・“旧 ホーム ペ ージ”の 名 称 を“FITデータベ ース”に 変 更

・フォレスト通 信 担 当 に 新 しい 広 報 部 メンバ ーを迎 え、充 実 した内 容 となった

③ 研 修 部 会

・野 外 研 修 、木 の 日 研 修 、草 木 染 指 導 者 研 修 、実 践 ・森 づくり技 術 研 修 講 座 などを実 施

・詳 細 の 活 動 報 告 は 、FIT研 修 部 ホーム ペ ージを参 照 してください

④ 友 の 会 運 営 部 会

・令 和 5年 度 の 森 林 インストラクター合 格 者 141名 の 内 、友 の 会 会 員 が 5名 、一 般 受 講 者

が 3名

・9回 の 講 座 と3分 野 中 2分 野 の 基 礎 研 修 を実 施

⑤ 事 業 部 会

・事 業 部 会 の 活 動 に つ い ては 、森 の 日 でも話 題 となることが 多 か ったが 、全 てFIT全 体 と

して活 動 であ り、全 てが 社 会 貢 献 活 動

・高 尾 森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 、田 園 調 布 学 園 土 曜 プログ ラム 、ネイチャクラフト体 験 、

高 尾 ＧＣ作 戦 、低 山 は い か い 、講 師 派 遣 を実 施

◎ 決 算 報 告 （会 計 ）

各 部 会 長 より決 算 書 類 をご提 出 してい ただき、無 事 監 査 を終 了 い たしました。

＜ 一 般 会 計 ＞
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前期 か らの 繰 り越 しが 、2,834,540円

収 入 は 、1,886,115円 。予 算 比 でプラス56,220円

支 出 ですが 、各 部 会 役 員 宛 交 通 通 信 費 支 給 分 では 、広 報 部 会 の み 実 績 が 部 会 長 2

万 円 ・副 部 会 長 2万 円 となってい ます。広 報 部 会 長 か らの 申 出 に より今 年 度 も予 算 の

範 囲 内 で部 会 内 の 判 断 を受 け 入 れ てい ます。

一 般 経 費 で大 幅 変 動 され てい る部 会 の 主 な要因 は 、

「安 全 部 会 」：予 算 比 -12 ,000円 。2023年 度 は 木 の 日 安 全 研 修 20,000円 を計 画 してい ま

したが 外 部 講 師 （-12,000円 ）を中 止 した為 減 額 となってい ます。また、2023年 度 は 事 故 が

多 く発 生 してお り、2024年 度 に 、スタッフを増 員 して、部 会 としての 対応 を予 定 してい ます。

「広 報 部 会 」：予 算 比 -26,922円 。外 部 投 稿 者 へ の 謝 礼 10,000円 は 該 当 が 無 く、また、レ

ンタル サ ーバ ー費 用 15,000円 は 、2024年 以 降 に 計 画 を変 更 し、2024年 度 計 上 を予 定 して

い ます。

「研 修 部 会 」：予 算 比 -12 ,765円 。観 察 会 開 催 が 減 少 した為 、謝 金 ・保 険 料 等 が 減 少 。

又 、ＨＰ使 用 料 約 15,000円 が 増 加 しました。来 期 以 降 （1,200円 /月 ）を計 上 します。

「友 の 会 部 会 」：予 算 比 1,479円 オーバ ー。友 の 会 会 員 が 15名 と多 く、消 耗 品 ・スタッフ・保

険 料 に 増 加 が み られ ましたが 、コロナ の 影 響 が 減 り会 場 定 員 制 限 が 解 除 され 会 場 費

が 減 少 しました。

「事 業 部 会 」：予 算 比 -91 ,018円 。活 動 促 進 費 で、み どりﾌｪｽﾀ80 ,000円 ・東 京 港 野 鳥 公 園

5,000円 の 参 加 中 止 に 伴 うもの です。

「予 備 費 」：プロジェクトチーム （PT）の 経 費 を予 備 費 より29,012円 支 出 しました。

その 結 果 、2023年 度 一 般 会 計 の 収 支 は 542,870円 の 黒 字 となり、2024年 度 へ の 一 般 会

計 繰 越 金 は 3,377 ,410円 となりました。

＜ 特 別 会 計 ＞

2023年 度 活 動 助 成 金 は 、“すみ だこどもまつ り”に 150 ,000円 を支 出 してお り、特 別 会 計

残 高 は 1,667,347円 となりました。

2024年 度 へ の 繰 越 金 総 額 は 、5,044,757円 となってい ます。

◎ 監 査 報 告 （監 査 ）

・監 査 の 結 果 、適 正 処 理 を確 認

５．第 1号 議 案 に 対 する質 疑 ･応 答 お よび採 決

Ｑ：事 業 部 会 の 決 算 説 明 の 中 で、「み どりとふ れ あ うフェスティバ ル 」が 中 止 とあ りました

が 、イベ ントその もの が 中 止 に なったの か 、FITが 参 加 しなか ったの か ？ その 場 合 、不 参

加 の 理 由 は なんですか 。（斎 藤 幸 雄 さん）

Ａ：知 る限 りですが 、前 年 （2022年 ）の 木 場 公 園 での イベ ントで費 用 が 嵩 み 継 続 が 困 難 で

あ った為 に 2023年 は 実 施 が 見 送 られ ました。但 し、2024年 度 は 規 模 を縮 小 して、場 所 も

高尾 599ミュージアム 前の広 場 で開 催 され るとの 連 絡が あ り、FITも参 加 を表明 してい ます。

（事 業 部 会 ）

その 他 質 疑 応 答 は なく、拍 手 を以 て承 認 され ました。

６．第 ２号 議 案 ：新 規 活 動支 援 制度 の 件 （事 務 局 ）
現在 の 、“活 動 支 援 金 制 度 ”を廃 止 して、本 制 度 に 置 き換 えるもの であ る。

【目 的 】FIT会 員 の 新 規 活 動 の 芽 を育 て、活 動 の 場 を拡 げる。

【内 容 】

＜ 支 援 対 象 ＞ FIT個 人 お よびFITグ ル ープが 主 体 となって、新 規 に 行 う、FIT外 の 一 般 者
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向 け を対 象 とする活 動 。

＜ 支 援 内 容 ＞ ヒト・モノ・カネ：広 い 範 囲 で援 助 する。申 請 者 と検 討 委 員 会 （注 １）で検 討

し、必 要 ならば 検 討 チーム （注 ２）を作 って具 体 化 してい く。

＜ 支 援 期 間 ＞ 毎 年 継 続 可 否 を見 直 し、有 期限 （最 長 3年 ）とする。

＜ 支 援 原 資 ＞ 特 別 会 計 残 高 の うち100万 円 とし、原 資 が なくなったら本 制 度 を終 了 する。

＜ 支 援 手 順 ＞ FIT会 員 は 誰 でも提 案 することが できる。

ステップ1： 申 請 書 作 成 （by提 案 者 と検 討 委 員 ）

提 案 者 は 検 討 委 員 会 の い ずれ か の 委 員 に 相 談 しなが ら、提 案 する活 動 と支 援 を

受 け たい 内 容 を明 確 に して申 請 書の 形 に してい く。（相 談 初 期 段 階 では 漠 然 とし

た案 で可 ）

ステップ2： 運 営 委 員 会 へ 申 請 することの 妥 当 性 の 判 断 （by検 討 委 員 会 ）

申 請 内 容 が 固 まった申 請 書 を基 に 、検 討 委 員 会 で検 討 し、支 援 内 容 と支 援 条 件 を明

確 に して営 委 員会 に 申 請 することの 可 否 を判 断 する。

なお 、検 討委 員 会 は 、必 要 に 応 じて提 案 内 容 に 詳 しい 人 を指 名 して、検 討 委 員 会 に

参 加 させ ること、または お よび、別 途 検 討 チーム を作 って検 討 することが できる。

ステップ3： 運 営 委 員 会 決 議

検 討 委 員 会 に て支 援 が 妥 当 と判 断 した活 動 は 、FIT運 営 委 員 会 に て審 議 して承 認 を

得 る。

＜ 検 討 委 員 会 ＞ （注 1）

・FITの 役 員 経 験 者 、部 会 長 経 験 者 、副 部 会 長 経 験 者 お よびその 推 薦 者 とする、メンバー

5名 程 度 で構 成 し、申 請 者 の 相 談 に 助言 を行 い 、継 続 的 な活 動 となるように 導 く。

・勿 論 、継 続 的 な活 動 に なる見 込 み が ない もの は 、ダメだしもあ り得 る。

・FITとして支 援 するの に ふ さわ しい と判 断 した案 件 を、FIT運 営 委 員 会 に 申 請 する。

・メンバ ーの 任 期 は 2年 とし、再 任 を妨 げない 。

検 討 委 員 会 に て次 年 度 の 候 補 を挙 げ、森 の 日 で審 議 し、総 会 で決 定 する。

ただし、初 年 度 は 、決 めてお く。

2024年 度 候 補 者 （敬 称 略 ）① 吉 原 邦 男 ② 横 尾 俊 弘

（2024年 度 の 制 度 発 足 時 の 候 補 者 は 2名 。但 し、期 中 で増 員 が 必 要 な場 合 は 、「森 の

日 」に 提 案 する。）

・また、検 討 委 員 の 謝 金 は 、打 ち合 わ せ の ための 交 通 費 相 当 を支 払 う。

＜ 検 討 チーム ＞ （注 ２）

検 討 委 員 会 が 、都 度 指 名 する。謝 金 は 、検 討 委 員 と同 じ。

【補 足 】

・従 来 の 制 度 が 資 金 援 助 だったことに 対 して、新 制 度 は 資 金 だけ でなく、仲 間 や 協 力 者

募 集 に よる人 の 充 填 や 知 恵 、ノウ ハ ウ などの情 報 提 供 なども含 めて広 い 範 囲 で援 助 し、

3年 以 内 に 軌 道 に 乗 るように 支 援 する。

・既 存 の 活 動 の 穴 埋 めや FIT内 部 向 け の 活 動 は 支 援 しない 。

・新 規 活 動 事 例

＊ 高 尾 山 で、英 語 ガイドを始 めたい

＊ 草 木 染 、木 工 品 、網 か ご、クラフト等 の 販 売 を定 常 的 に したい

７．第 ２号 議 案 に 対 する質 疑 ・応 答 お よび採 決

質 疑 応 答 は 特 に なく、拍 手 を以 って承 認 され ました。



・ 会長 小菅智彦 （平１２年） 新任

・ 事務局長 藤岡眞　　 （平２８年）　 留任

・ 会計 飯島雅已 （平２９年） 新任

・ 監査 熊木秀幸 （平２８年） 留任

・ 広報部会長 鍛冶健二郎 （平２８年） 留任

・ 安全部会長 古谷一祐 （令１年） 新任

・ 事業部会長 脇本和幸 （平２８年） 新任

・ 研修部会長 小勝眞佐枝 （平２５年） 留任

・ 友の会運営部会長 氏家清高 （令３年） 新任

副会長は空席（「森の日」で協議の結果、2024年度は該当者がなく、空席とする対応とし
ました。会則には副会長の任務として、“会長を補佐し、会長に事由ある時は代行する”と
記されています。）
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８．第 ３号 議 案 ：2024年 度 運営 体 制

９．第 ３号 議 案 に 対 する質 疑 応 答 お よび採 決

質 疑 応 答 は 特 に なく、拍 手 を以 て承 認 され ました。

１０．退 任 者 の 挨 拶

・宮 入 芳 雄 さん（別 途 FOREST通 信 に 掲 載 予 定 ）

・入 江 克 昌 さん

・横 井 行 男 さん

・長 谷 川 守 さん

・芝 原 久 さん

１１．第 ４号 議 案 ：2024年 度 全 体 活 動 方 針 ・部 会 活 動 計 画 および 2024年 度 予

算 案
◎ 全体 活 動方 針 （事 務 局 ）

お 客 様 お よびFIT会 員 に 活 動 中 の 事 故 が 起 きない ような十 分 な配 慮 をした上 で、新 型 コロ

ナ ウ ィル ス感 染症 などに つ い ても感 染 防 止 対 策 を怠 ることなく、これ まで以 上 に 安 全 を第

一 とした活 動 が 求 められ てい ます。

2024年 度 は 、小 菅 智 彦 さんを会 長 に 迎 え、新 たな体 制 での 船 出 となります。

各 部 会 の 活 動 を更 に 充 実 し、また各 登 録 グ ル ープが 独 立 した活 動 を展 開 して、FITの 活

動 が より発 展 してい くべ く努 力 すると共 に 、FITの 活 動 の 原 点 に 立 ち戻 って、組 織 、会 費 、

余 剰 金 の 在 り方 などを総 点 検 してい きます。

◎ 2024年 度 各 部 会 活 動 計 画 （各 部 会 の 活 動 計 画 内 容 は 、FOREST通 信 140号 を参 照

してください 。）

① 安 全 部 会 ：

・FITメンバ ーの 安 全 意 識 の 向 上 を図 る

・CONE保 険 受 付 業 務 、事 故 対 策 などに 今 年 度 か ら1－ 2名 に スタッフとして入 って貰 うこと

を検 討 してい る

・4月 4日 に 木 の 日 研 修 「安 全 研 修 ・座 学 編 」を開 催 予 定
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・初 夏 の 親 子 観察 会 の下 下 見時 に 「安 全 研 修 ・野 外 実 践 編 」を実 施 予 定

② 広 報 部 会 ：

・ホーム ペ ージに 新 しい コンテンツを試 行 してい きます

・新 しい スタッフを募 集 してい ます

③ 研 修 部 会 ：

・入 門 研 修 か ら専 門 的 な内 容 の 研 修 まで色 々 と計 画 してい ます

・昨 年 10月 に 実 施 したアンケートの 結 果 を反 映 した研 修 も準 備 してい ます

・木 の 日 研 修 の 運 営 は 、入 会 2年 目 の 森 守 会 が 担 当 乞 うご期 待 です

④ 友 の 会 運 営 部 会 ：

・本 年 度 も昨 年 の 方 針 を踏 襲 します

・前 期 は 、資 格 試 験 取 得 支 援 の 講 座 を9回 実 施 。後 半 は 、資 格 取 得 後 に 役 立 つ 基 礎

研 修 を3回 実 施 予 定

・「FIT友 の 会 」会 員 の 募 集 を開 始 してお り、会 員 に よる知 人 、友 人 などの 紹 介 に よる協 力

をお 願 い します

⑤ 事 業 部 会 ：

・事 業 部 会 の 役 割 は 、“FIT会 員 が 参 加 してお 互 い に 交 流 する機 会 をつ くること”

・既 存 の イベ ントの 実 施 に 加 えて、新 しい イベ ントを実 現 に 結 び付 け たい

・林 の 日 では 、自 由 闊 達 な意 見 交 換 も行 う

・事 業 部 会 の 運 営 や 実 施 イベ ントに 関 わ る機 会 を増 や してい きたい

◎ 2024年 度 （令 和 6年 度 ）予 算 案 （会 計 ）

＜ 一 般 会 計 ＞

2023年 度 よりの 繰 越 金 は 3,377 ,410円 となってい ます。

収 入 ですが 、年 会 費 収 入 は 2月 29日 新 入 会 員 1名 が 入 会 され 、現 在 355名 です。予 算 書

では 、354名 （1,770,000円 ）の 収 入 を予 定 してい ます。又 、自 動 振 替手 数 料 281名 分 （＠ 55

/15 ,455円 ）を減 額 してい ます。友 の 会 会 費 に つ い ては 10名 （135 ,000円 ）を計 上 し、利 息 2

0円 を併 せ 、収 入 を1,889 ,565円 としてい ます。

支 出 は 、

「事 務 局 」：182 ,000円 と特 に 変 動 は あ りませ ん。

「安 全 部 会 」：44 ,440円 で前 年 より+20,000円 を計 上 。2023年 は 事 故 が 増 加 した為 、スタッフ

を増 や し、安 全 へ の 意 識 高 揚 の 機 会 をつ くる為 の 対応 を予 定 してい ます。

「広 報 部 会 」：109 ,550円 で前 年 より-4 ,500円 を計 上 。スタッフの 充 実 及 びソフトの 導 入 を予

定 してい ます。

「研 修 部 会 」：339 ,444円 で前 年 より+35 ,000円 を計 上 。スタッフを1名 増 員 し、観 察 会 ・講 座

へ の 対 応 を予 定 し、また、ＨＰ（JIMDO1,200円 /月 ）の 充 実 を予 定 してい ます。

「友 の 会 部 会 」：192 ,452円 で前 年 より+242円 を計 上 。コロナ で広 い 会 場 が 必 要 でしたが 、

会 場 使 用 制 限 解 除 で費 用 減 少 、ロープや 三 角 巾 等 消 耗 品 の 高 騰 へ の 対 応 を予 定 して

い ます。

「事 業 部 会 」：287 ,000円 で前 年 より+23 ,000円 を計 上 。ふ れ あ い 事 業 の 企 画 であ る親 子

担 当 等 の スタッフ充 実 や 、ＨＰの 充 実 を予 定 してい ます。

「予 備 費 」：200 ,000円 で前 年 より+100 ,000円 を計 上 。通 常 の 予 備 費 の 他 に 、腕 章 の 購 入

を予 備 費 より予 定 してい ます。（約 1,000円 /100枚 100,000円 ）

その 結 果 、2024年 度 一 般 会 計 の 収 支 は 154 ,679円 の 黒 字 を予 定 してい ます。また、繰

越 金 は 3,532,089円 を予 定 してい ます。

「特 別 会 計 」：“新 規 活 動 支 援 制 度 ”を本 日 の 総 会 に 議 案 としてお り、2024年 度 に は 特
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別会 計 の動 きは 予 定 され てい ませ ん。現 在 、1,667,347円 の 残 高 となってい ます。

１４．第 ４号 議 案 に 対 する質 疑 応 答 お よび採 決

コメント：安 全 部 会 の スタッフの 増 員 は 、昨 年 の 事 故 が 起 きたことへ の 対 応 では なく、部

会 の 活 動 を充 実 させ る目 的 の 為 です。（入 江 さん）

その 他 質 疑 応 答 は 特 に なく、拍 手 を以 て承 認 され ました。

１５．新 会 長 の 挨 拶

・小 菅 智 彦 さん（小 菅 さんの ご挨 拶 は 、今 後 の 『フォレスト通 信 』P.Xに 掲 載 。）

１６．議 長 解 任 と閉 会 宣 言 ：事 務 局

以 上

今 年 度 か ら会 長 を務 めることに なりました小 菅 智 彦 です。今 、

改 めて2000(平 成 12)年 に 森 林 インストラクターに 合 格 し、その 翌

年 に FITが 立 ち上 が ったことを思 い 出 してい ます。

当 初 は 少 人 数 で和 気 あ い あ い と始 まったFITも、その 後 多 くの

仲 間 を迎 え、皆 さんの 熱 意 と研 鑽 に よって、依 頼 案 件 も増 え、

活 動 の 範 囲 も広 が り、その 内 容 も驚 くほ ど多 岐 に 渡 ってきて

い ます。広 報 、安 全 、事 業 、研 修 、友 の 会 など活 動 の 基 盤 とな

る部 会 体 制 も整 い 、個 人 、登 録 グ ル ープ、同 期 の 会 が 主 体

的 に 活 動 できるように なりました。しか し一 方 で、会 員 も350名 を

超 える大 所 帯 となり、個 々 の 顔 が 見 えに くくなり、FITをめぐる社

会 的 環 境 も設 立 当 初 とは 大 きく様 変わ りしてい ます。

この ような変 化 を踏 まえ、FIT精 神 の 原 点 に 立 ち返 り、組 織 の

在 り方 を再 点 検 し、誕 生 か ら間 もなく4半 世 紀 を迎 えるFITが 更 に 活 動 しや すい 場 に なる

ように 、次 なるステージに 向 け ての 体 制 を整 えてい くことが 必 要 と感 じてい ます。

今 年 度 か ら新 規 活 動 支 援 制 度 が スタートしました。会 費 ・余 剰 金 問題 は これ か らの FIT

ビジョンと合 わ せ て解 決 すべ き課 題 です。検 討 メンバ ーへ の 参 画 や 新 規 活 動 の 提 案 は 、

広 く皆 さんに 門 戸 を開 い てい ます。森 の 日 （運 営 委 員 会 ）は 会 員 誰 もが 参 加 できる意 見

交 換 や 提 言 、協 議 の 場 です。こうした様 々 な取 り組 み や 課 題 に 対 して、問 題 意 識 をもっ

て参 加 してい ただくことが 今 後 の 皆 さんの 活 動 機 会 の 獲 得 に つ なが り、会 の 発 展 に 寄

与 するもの と思 い ます。

皆 さんそれ ぞれ の 熱 い 想 い を具 現 化 し、目 指 す社 会 貢 献 が できるように 、是 非 、一 緒

に 「活 力 」と「対 話 」の あ るFITを作 ってい きましょう。

新任挨拶

小菅智彦
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まぁ、何 とか FITの 会 長 責 任 の 最 短 任 務 の ２年 間 を次 の 会

長小菅智彦 さんに バ トンタッチ出来た事でホッとしてい ます。元々、

FITの 会 長 などなる気 も無 か ったの ですが 、前 会 長 の 家 庭 的 な

事 情 もあ り、引 き受 け ました。ですか ら私 の 任 期 ２年 で精 一 杯

です。ただ次 期 会 長 の 小 菅 さんは ３年 か ら４年 は 会長 職 を務 め

てい ただきたい と思 い ます（FITの 会 計 の 通 帳 の 名 義 変 更 が

大 変 です。２年 で辞 めた私が 言 う事 でも無 い の ですが ・・・）。

小 菅 さんは 「森 林 インストラクター東 京 会 」が FITに なった頃 に

参 加 してくれ た時 の 仲 間 で、当 時 は カヌーが 得 意 で、妙 高 高 原

での 「カヌーと山 菜 講 習 」の 幹 事 をしてくれ ました（思 い 出 すと懐

か しい 。もう一 回 や ってくれ ない か な)。そして小 菅 さんは 、私 と

違 って実 務 が 出 来 る人 です。

過 去 を思 い 出すとFIT当 初の問題は 「フォレスト通 信 」でした。三 軒茶屋の 「キャロットタワー」

での 印 刷 。会 員 全 てへ 通 信 を封 筒 に 入 れ て、当 時 の 事 務 局 長 、岡 田 さんが 山 の 様 な封

筒 を郵 便 局 に 持 って行 った事 を思 い 出 します。この 郵 便 代 が FITの 財 政 難 に なりました。

それ を救 うために 元 会 長 の 津田 さんが 立 ち上 げたの が 「友 の 会 」です。

それ が 現 在 「フォレスト通 信 」は 、インターネット通 信 で郵 便 代 は 無 くなり、余 剰 金 が 増 え続

け てい ます（この 件 は プロジェクトチーム が 解 決 策 を考 えてい ます)。「友 の 会 」は 、当 初 の

プログ ラム と違 い 、現 在 は 「森 林 インストラクター」養 成 講 座 を行 ってい ます。当 初 の 目 的 と

違 うとい う声 も聞 こえますが 、この 講 座 で2023年 度 の 東 京 都 在 住 の 森 林 インストラクター

の 合 格 者 ２２名 の 内 、８名 が 「友 の 会 」の 講 義 を受 け てい ました。

そして、全 国 の 合 格 者 の 内 、２１名 が 、FITの 会 員 に なってくれ ました。FITは 新 しい 仲 間 に

よって発 展 してい きます。新 入 会 員 の 力 が FITの 原 動 力 です。これ か らも新 しい 会 員 の 皆

さん、FITをよろしくお 願 い します。

退任挨拶

宮入芳雄
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八 国 山 は 狭 山 丘 陵 東 端 に 位 置 し東 西 約 1900ｍ、南 北 約 300ｍ、標 高 約 90m（最 高 地 点

100 .8m）の こじんまりした里 山 であ るが 、これ までの 遺 跡 発 掘 調 査 か ら縄 文 時 代 か らの

歴 史 を今 に 伝 える貴 重 な地 域 であ る。

都 心 の 排 気 ガス・騒 音 か ら逃 れ 里 地 ・里 山 の あ る東 村 山 市 に 転 居 して既 に 半 世 紀 近 く

に なる。当 時 の 八 国 山 一 帯 は まだ畑 、雑 木 林 、ススキ野 原 等 が 点 在 するの どか な田 園

風 景 であ った。

南 側 山 麓 に は 花 菖 蒲 で賑 わ う北 山 公 園 （写 真 ）、昭 和

14年 開 設 の 結 核 療 養 所 「保 生 園 」を前 身 とする新 山 の

手 病 院 、白 十 字 病 院 等 が あ る。主 に コナ ラ・クヌギ の 雑

木 林 であ るが 、戦 前は 今 よりマツも多 か ったと思 わ れ る。

治 療 に は 清 爽 な環 境 や 豊 富 な地 下 水 が 不 可 欠 であっ

たためであ ろう。アニメ「となりの トトロ」の モデル地 でもあ る。

昭 和 40年 代 前 後 に は 高 度 経 済 成 長 に 伴 い 当 地 も宅

地 化 が 進 み 田 畑 ・緑 地 は 次 第 に 消 えて行 く。乱 開 発 を

防 ぎ調 和 あ る農 ・住 ・緑 の 環 境 を維 持 するため八 国 山 一 帯 は 緑 地 保 存 地 区 域 に 指 定 。

尾 根 を越 え北 側 の 松 ヶ丘 （所 沢 市 ）もほ とんど雑 木 林 に 覆 わ れ 一 部 畑 が あ った位 であ る

が 、い つ の 間 に か 宅 地 開 発 で林 は 街 に 一 変 してしまった。

山 麓 辺 縁 部 に 沿 って北 川 （後 川 ）が 、これ とほ ぼ 平 行 して台 地 側 を前 川 が 東 流 する。両

者 は 八 国 山 東 端 付 近 で合 流 する。どちらも源 流 は 狭 山 丘 陵 多 摩 湖 （村 山 貯 水 池 ）周 辺

か らの 湧 水 であ る。市 内 南 側 に は 野 山 北 公 園 谷 戸 を源 流 とする空 堀 川 （旧 砂 川 ）が あ

る。平 時 は 水 枯 れ 川 で生 活 排 水 ・工 場 排 水 で汚 染 され 、都 内 で最 も汚 染 され た河 川 で

あ った。逆 に 大 雨 に なると暴 れ 川 となる。今 は 改 修 工 事 に より拡 幅 （約 26m）・直 線 化 され

降 雨 量 50ｍｍ/hに 対 応 できるとされ てい るが 、雨 が 降 らない と中 流 域 は 依 然 水 枯 れ とな

る。一 方 、狭山 湖 （山口 貯 水池 ）付 近 を源 流 とする柳 瀬 川が 所 沢台 段 丘に 沿 って流れ る。

い ずれ もか つ て古 多 摩 川 が 作 った名 残 川 であ る。自 然 護 岸 の 残 る「淵 が 森 」（秋 津 町 ）

の 河 岸 林 辺 りで大 きく蛇 行 し、湧 水 量 も多 くアユの 遡 上 が 見 られ る。両 者 は 清 瀬 市 で合

流 したの ち新 河 岸 川 に 注 い で終 わ る。武 蔵 野 台 地 に あ ってこの 流 域 一 帯 は 湧 き水 に

恵 まれ かつ ては 水 田 地 帯 となってい た。

奈 良 時 代 に は 律 令 制 の もと中 央 と地 方 を結 ぶ 官 道 の 一 つ として上 野 国 府 と武 蔵 国 府

を南 北 に 結 ぶ 東 山 道 武 藏 路 が 通 ってい た。道 路 遺 構 ・遺 跡 調 査 か ら12ｍの 道 路 幅 で

あ ったことが 確 認 され てい る。鎌 倉 時 代 に なると鎌 倉 と北

関東の有力武士団の拠点 を結ぶ鎌倉街道上 ツ道が通っ

てい た。街 道沿 い に は 西 宿 ・上 宿 ・新 宿 等 の 地 名が 残っ

てお り、日 蓮上 人 が佐 渡 島に 流 刑 され る道 中 に 立 ち寄っ

たとされ る。また、八 国 山 麓 に 久 米 川 古 戦 場 跡 が あ り、

新 田 義 貞 軍 の 鎌 倉 攻 め（1333年 ）の 主 戦 場 となった地 域

であ る。尾 根 道 に 将 軍 塚 と戦 死 した武 将 を供 養 した元 弘

の 板 碑 （国 指 定 重 要 文 化 財 ）が 建 てられ てい る（写 真 ）。

“すすき野 （？ ）や 兵 どもが 夢 の 跡 ”

会員の 投稿
「八 国 山 周 辺 の 自然 と歴 史 ― 道 ・川 ・遺 跡 ― 」

石田 祐三 （H.27）
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縄 文 時 代 の 集 落 や 遺 跡 は 低 湿 地 帯 の 北 川 ・前 川 の

周 辺 で多 く発 見 され てい る。中 でも学 術 的 に 注 目 され

たの が 下 宅 部 遺 跡 （写 真 ）であ り、縄 文 時 代 中 期 か ら

晩 期 （約 5300年 ～ 2800年 前 ）の もの 。木 の 実 ・木 製 道

具 の 有 機 遺 物 （漆 塗 り弓 、籠 等 ）や 水 辺 の 遺 構 （クリ、

ウ ル シ等 ）が 多 数 出 土 してい る。特 に 漆 工 工 程 技 術

（ウ ル シ林 管 理 ・樹 液 採 取 ・加 工 ・塗 布 ・製 品 ・補 修 ）

は 現 在 の 技 術 に 劣 らない ほ どの 高 度 なもの とされ る。

縄 文 人 の 自 然 へ の 接 し方 、暮 らしぶ りが より詳 細 に 復

元 化 され つ つ あ る。4000年 以 上 も腐 食 せ ず保 存 できたの は 豊 か な地 下 水 が タイム カプセ

ル の 働 きをしてい たためであ る。

い つ の 時 代 も道 路 、川 ・水 は 人 々 の 生 業 活 動 （人 ・モノ・情 報 ・技 術 の 移 動 ・伝 搬 ）に 不

可 欠 なインフラ要 素 であ る。

巨 木 に は 以 前 か ら興 味 が あ りましたが 、最 近 、佐 賀 県 武 雄 神 社 の ご神 木 「武 雄 の 大 ク

ス」（推 定 樹 齢 3,000年 ）に 出 会 い 、その 巨 木 の 神 々 しい 生 命 力 に 魅 せ られ てか ら訪 ね

歩 くことを決 めました。また巨 木 では 「縄 文 杉 」が あ まりに も有 名 ですが 、樹 齢 が 7,200年 と

言 わ れ 、その 名 の 通 り、芽 生 え始 めは 縄 文 時 代 か と思 ってい ましたが 、最 近 の 炭 素 年

代 測 定 では 2,700年 とい う結 果 が 出 てます。とは 言 っても単 幹 周 16.1ｍの 「日 本 一 の スギ」

です。

そもそも巨 木 選 びに 何 か 基 準 が あ れ ば との 思 い か ら出 会 った図 鑑 が 《日 本 一 の 巨 木

図 鑑 /文 一 総 合 出 版 樹 種 別 日 本 一 の 魅 力 120/2013年 初 版 》です。この 図 鑑 は 日 本

一 の 巨 木 は どれ なの か 7年 の 歳 月 をか け て、北 海 道 か ら鹿 児 島 まで800本 以 上 を実 測

し、日 本 一 と呼 ぶ に 相 応 しい 巨 木 を樹 種 別 に 120本 厳 選 してます（地 域 別 では 、北 海 道

2本 、東 北 29、関 東 18、中 部 34、近 畿 14、中 国 ・四 国 15、九 州 8 計 120本 ）。

その 樹 種別 巨 木 厳 選 の 基 準 は 、単 なる樹 齢 では 無 く、単 幹 樹 の 幹 周 が 最 大 で、樹 高 、

樹 形 、樹 肌 の 雰 囲 気 などか ら独 特 な生 命 感 に 魅 了 され るもの を巨 木 としてい ます。

その 基 準か ら選 ば れ た《関 東 エリア》の 巨 木 は 、

・栃 木 県 成 田 山 の 「ユズ リハ 」 樹 高 14.5ｍ、樹 齢 300年

・栃 木 県 下 坪 の 「ヒイラギ 」 樹 高 8ｍ、樹 齢 800年

・栃 木 県 中 央 公 園 の 「ネム ノキ」 樹 高 15ｍ、樹 齢 不明

・茨 城 県 偕 楽 園 の 「ハ リエンジュ」 樹 高 18ｍ、樹 齢 100年

・茨 城 県 樅 山 の 「ヒサ カキ」 樹 高 8ｍ、樹 齢 400年

・千 代 田 カントリークラブの 「シマサ ル スベ リ」樹 高 10ｍ、樹 齢 不 明

・茨 城 県 曙 の 「グ ミ（ナ ツグ ミ）」 樹 高 10ｍ、樹 齢 不明

・群 馬 県 薄 根 の 「大 クワ （ヤマグ ワ ）」 樹 高 10ｍ、樹 齢 1500年

・千 葉 県 府 馬 の 「大 クス（タブノキ）」 樹 高 20ｍ、樹 齢 1300年

・東 京 都 影 向 の 「松 （クロマツ）」 樹 高 8ｍ、樹 齢 600年

【巨 樹 ・巨 木 を訪ね て】
室伏憲治 （R2年 ）
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・東 京 都 新 宿 御苑 の 「プラタナ ス（モミジバ スズ カケノキ）」 樹 高 26.4ｍ、樹 齢 120年

・ 同 「ハ クモクレン」 樹 高 14ｍ、樹 齢 200年

・東 京 都 国 立 博 物 館 の 「ユリノキ」 樹 高 24ｍ、樹 齢 136年

・東 京 都 御 蔵 島 の 「大 ジイ（スダジイ）」 樹 高 15ｍ、樹 齢 800年

・神 奈 川 県 光 則 寺 の 「カイドウ （ハ ナ カイドウ ）」 樹 高 5ｍ、樹 齢 200年

・神 奈 川 県 有 馬 の 「ハ ル ニレ」 樹 高 20ｍ、樹 齢 400年

・神 奈 川 県 中 井 の 「エンジュ」 樹 高 12ｍ、樹 齢 800年

・神 奈 川 県 早 川 の 「ビランジュ（バ クチノキ） 樹 高 20ｍ、樹 齢 350年

また《関 東 エリア》以 外 で特 に 訪 ね たい 巨 木は 、

・「蒲 生 の 大 クス」日 本 一 の クスノキ：単 幹 としては 全 種 の

中 で日 本最 大 幹 周

幹 周 24.22ｍ、樹 高 30ｍ、推 定 樹齢 1,500年

・「森 の 神 」単 幹 日 本 一 の ブナ ：森 の 神 に ふ さわ しい 堂々

たる樹 形

幹 周 5.73m、樹 高 30ｍ、推 定 樹 齢 400年 ：青 森 県 十 和 田

湖 に 近 い 奥 瀬 と呼 ば れ る原 生 林 の 中 に あ る。

・「駒 木 の アンズ 」日 本 一 の アンズ ：由 来 不 明 の 謎 の 巨

大 果 樹

幹 周 3.22ｍ、樹 高 18ｍ、樹 齢 不明 ：青 森 県 三 戸 町 駒 木

・「きみ まち杉 」樹 高 日 本一 の 一 本 杉 ：先 端 か すみ 天 に も

届 く直 通 幹

幹 周 5.0ｍ、樹 高 58ｍ、推 定 樹 齢 250年 ：秋 田 県 能 代 市

・「一 里 塚 の サ イカチ」日 本 一 の サ イカチ：か つ ての 旅 人 の

道 しるべ

幹 周 7.25ｍ、樹 高 15ｍ、推 定 樹齢 400年 ：秋 田 県 大 仙 市

・「東 根 の 大 ケヤキ」日 本 一 の ケヤキ：子 供 も親 しむ二 又 怪

樹

幹 周 16.0ｍ、樹 高 28ｍ、推 定 樹齢 1500年 ：山 形 県 東 根 市

・「杓 子 ヶ入 の メグ スリノキ」日 本 一 の メグ スリノキ：風 格 漂

う苔 むす樹 幹

幹 周 4.1ｍ、樹 高 23ｍ、推 定 樹 齢 500年 ：福 島 県 喜 多 方 市

なお 日 本 一 の 樹 種 別 サ クラは 以 下 の 通 りです。

・「弘 前 公 園 の ソメイヨシノ」日 本 一 の ソメイヨシノ 推 定 樹

齢 110年

・「静 の 桜 」イヌザ クラ 推 定 樹 齢 1,000年 長 野 県 大 町 市

・「山 高 神 代 桜 」日 本 一 の エドヒガン 推 定 樹 齢 1,800年

山 梨 県 北 杜 市

・「七 時 雨 山 の オオヤマザ クラ」日 本 一 の オオヤマザ クラ

推 定 樹 齢 400年 岩 手 県 二 戸 市

・「三 春 滝 桜 」日 本 一 の シダレザ クラ 推 定 樹 齢 1,000年

福 島 県 三 春 町

以 上

「武雄の大クス」佐賀県武雄神社のご神
木で推定樹齢3,000年 ※推定樹齢は神
社の案内表記であ り、本図鑑に は出て
いない

来宮神社の大クス：樹齢日本一のクス

ノキ 寿命を延ばす霊力があるご神木

で推定樹齢2,000年 ：静岡県熱海市

新宿 御苑のハ クモクレン
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公共交通機関の減便が止まらない 。人口減

少に よる需要減と人手不足が拍車をかけ て

い る。せっかくコロナ禍から回復しかけてい る

行楽需要にも影響が及ぶ。

スケジュールを組もうとして気がついた。ダイヤ改

正で以前と同じように行かれなくなっていた。日

曜日によく使うJRのホリデー快速が奥多摩・武

蔵五日市駅行きから全て青梅行きに 変更さ

れ、それぞれ拝島駅、青梅駅で乗り換えなくて

はならなくなって久しい 。それに 加え、昨年の

冬からは青梅～奥多摩間のホリデー快速は

冬の間休止し、全て各駅停車になってしまった。

西武鉄道は奥武蔵・秩父方面ではよく利用し

た。コロナ前の日・祝日には池袋駅発の三峰・

長瀞行きが確か朝3便あ りよく利用したものだ

が、現在は飯能駅発の朝 1便だけ に なってし

まった。現地で少し歩いたらもう昼食、帰りの準

備をしなけ ればならない 。たっぷ り楽しむに は

深夜の帰宅や宿泊も考えなくてはならなくなっ

た。

つい最近では、京葉線の千葉蘇我～東京駅

間で通勤快速を廃止し、全て普通列車にする

とい うニュースが流れた。JRは 「混雑の平準化

を図るため」としている。そのため以前より15分余

計に 時間がかかるとい う。通勤時間の 15分

は利用者に とっては重大な問題だ。資産価値

に も影響する。自治体の反発で若干の譲歩

はしたが利用者に とっては不満足であ ろう（後

日実際に普通列車に乗ってみた）。

このほかにも地方都市に目を移すと、住民の

足であ ったバス便も路線エリア変更や休止が

相次いでい る。事前乗車予約制（一般にディ

マンドと呼ばれる）や車輛をワゴンタイプに したり

と何とかコストを抑えつつ公共サービスを維持

しようとしてい る。住民会 員 登 録 をしない と利

用できないところや登録なしで観光客の利用も

図って収益を維持しようとするなど、各自治体で

はアイディアを捻くり出している。

今までサービスは向上するものだとい う考えで

過ごしてきたので、サービスが低下する社会に

なるとい うことは想像もしなかった。交通に限ら

ず合わないサービスはなくなってい くのが世の

流れとい うものだろう。そのうちスマホのアプリは

すべて有料になるかもしれない 。「お 前らは遊

びなのだから少しくらい 我慢 しろ」と言われれ

ば反論の余地はなく、ただ受け 入れるしかな

い 。

「山は遠くになりにけ り」である。
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＊事 務局 便 り

3月 16日 （土 ）に 、2024年 度 FIT総 会 が 開

催 され 、2023年 度 の 活 動 報 告 ・決 算 、20

24年 度 の 運 営 体 制 ・活 動 方 針 ・予 算 など

が 提 案 通 り承 認 され ました。

議 事録 、決 算 ・予 算 資料 は 、FITデータベー

スに 掲 載 、保 管 され てい ます。

2023年 5月 8日 か ら、新 型 コロナ ウ ィル ス

の 感 染 症 法 上 の 位 置 づけ は 新 型 インフ

ル エンザ 等 感 染 症 と同 じ5類 感 染 症 に 変

更 され てい ますが 、引 き続 き感 染 防 止 対

策 を実 施 した上 で、各 イベ ントに 臨 んでくだ

さい 。

☆ 会 員 情 報 ：2月 末 現 在 会 員 数 は 、355

名 。

〇 ＦＩＴ名 簿 改 訂

3月 31日 時 点 での名 簿 改 訂 作 業 中 です。

完 成 次 第 FITデータベ ース（旧 ＨＰ）に 掲 載

します。

フォレスト通 信 は ホームページにも掲 載 され て

います

山 は遠 くになりにけり


